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市の 人 口 	男 25,027 人 

51,786 人 女 26,759 人 
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り
4

ん
ーそ
邑
 

一
月
二
十
三
 

ー
 ー
 
r
 

日
（
金
）
吹
雪
 

去
る
十
七
日
 

ー
 

か
ら
の
東
京
、
 

）
「
「
 
名
古

屋
方
面
の
 

出
稼
者
激
励
訪
 

問
を
終
っ
て
、
 

朝
八
時
三
五
分
、
 

豪
雪
の
た
め
一
時
間
二
五
分
遅

れ
の
は
く
つ
る
で
青
森
に
着
く
。
 

一
〇
時
青
森
市
文
化
セ
ン
タ
 

ー
で
開
催
の
昭
和
五
〇
年
度
青

森
県
視
聴
覚
教
育
研
究
大
会
に

出
席
。
当
市
か
ら
は
社
会
教
育

課
大
坂
副
主
幹
が
「
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
運
営
と
利
用
促

進
を
は
か
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
」
 
の
テ
ー
マ
で
体
験発

表
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
私
も
分
科
会
に
参
加
の

予
定
で
あ
っ
た
が

一
一
時
に
、
 

姥
名
下
水
道
課
長
の
迎
え
を
う

け
て
、
建
設
省
青
森
工
事
事
務

所
に
水
越
所
長
、
井
上
河
川
管

理
課
長
を
訪
ね
、
懸
案
の
西
北

五
衛
生
処
理
組
合
北
部
セ
ン
タ
 

ー
の
放
流
水
を
め
ぐ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
色
々
と
ご
指
導
を
う

け
る
。
ひ
き
つ
づ
き
二
時
に
は

県
環
境
保
健
部
長
室
に

て
中
村

次
長
等
と
同
様
打
ち
合
わ
せ
を

し
、
三
時
、
知
事
と
県
市
長
会

と
の
懇
談
A
ム
に
出
席
す
る
。
 

ま
ず
知
事
か
ら
は
新
年
度
公

共
事
業
四

一
・
〇
ー
パ

ー
セ
ン

ト
の
増
額
を
実
現
し
、
景
気
浮

揚
を
は
か
ろ
う
と
い
う
県
の
基

本
方
針
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た

後
、
出
席
七
市
長
か
ら
各
々
要
 
 

望
事
項
が
出
さ
れ
た
。
 

当
市
か
ら
は
、

か
ね
て
文
書
 

要
望
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
 

1
 
国
体
開
催
に
係
る
財
政
措

置
に
つ
い
て
。
 

2
 
市
立
七
和
高
等
学
校
の
県

立
移
管
に

つ
い
て
。
 

3
 
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
設

置
に
つ
い
て
。
 

4
 
農
村
地
域
工
業
導
入
促
進

法
に
基
づ
く
「
五
所
川
原
市

栄
工
業
団
地
」
の
推
進
に
つ

い
て
。
 

5
 
自
転
車
道
路
の
早
期
着
工

に
つ
い
て
。
 

6
 
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置

法
第
二
条
第
ニ
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
方
に

つ
い
て
。
 

7
 
雪
の
総
ムロ
研
究
所
の
設
置

に
つ
い
て
、
の
各
項
目
に

つ

い
て
は
知
事
か
ら
懇
切
な
お
答

え
を
い
た
だ
い
た
が
、
特
に
県

の
五

一
年
度
予
算
に
か
か
る
市

民
体
育
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
 

ム
、
自
転
車
道
路
に

つ
い
て
は
、
 

そ
の
計
上
方
を
強
く
要
望
し
た
。
 

な
お
、
以
上
の
ほ
か
に
目
下
農

家
の
最
大
関
心
事
で
あ
る
い
わ

ゆ
る
余
り
米
の
処
理
に
つ
い
て

万
全
の
善
処
方
を
要
望
し
た
が
、
 

知
事
を
囲
み
な
が
ら
の
各
市
長

の
熱
心
な
話
し
合

い
が
続
け
ら

れ
九
時
、
よ
う
や
く
終
る
。
 

吹
雪
は
や
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
 

一
一
時
過
ぎ
わ
が
家
に
着
く
。
 

剖 



昭和51年（1976年） 2 月 1日（369号） 広報ごしょがわら （第3種郵便物認可） 

住みよい 
環境づくりに 

でんわ 
⑤1414 

生活環境 
パトロール本部 

調
新

品
更
 

志
望
者
と
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ
 

本
会
の
奨
学
事
業
は
、
家
計
の
都
合
で
進
学
を
あ
き
ら
め

よ
う
と
し
て
い
る
諸
君
の
た
め
に
、
高
等
学
校
入
学
料
と
授

業
料
相
当
額
を
給
与
し
大
学
等
犬
学
支
度
金

（
二
十
万
円
限

度
）
を
貸
与
し
て
、
進
学
を
支
援
し
、
修
学
の
機
会
を
あ
た

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
願
の
際

は
、
先
生
や
周
囲
の
方
々
と
も
よ
く
ご
相
談
下
さ
い
。
 

昭
和
五
十

一
年
度
の
耕
地
事
 
ま

す
。
 

▽
出
願
の
資
格
 
特
に
人
物
、
 

学
業
と
も
に
優
秀
で
、
か
つ
健
 
 

康
で
あ
っ
て
、
著
し
く
学
資
の

支
弁
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

▽
出
願
手
続
 
提
出
す
る
書
類

は
m
奨
学
生
願
書
②
収
入
等
に

関
す
る
証
明
書
等
で
す
。
な
お

学
校
長
の
推
薦
調
書
を
必
要
と

し
ま
す
。
出
願
書
類
の
提
出
期

限
は
学
校
の
指
示
に
従
っ
て
下

さ
い
。
 

▽
採
否
決
定
の
時
期
と
通
知
方

法
 
採
凧
候
補
者
及
び
補
充
候

補
者
と
し

て
決
定
し
た
人
へ
は
、
 

三
月
十
日
ま
で
に
学
校
長
を
通

じ
本
人

へ
通
知
し
ま
す
。
補
充

候
補
者
は
、
採
用
候
補
者
が
資

格
を
失
っ
た
場
合
の
み
繰
上
げ

補
充
さ
れ
ま
す
。
採
用
候
補
者

及
び
補
充
候
補
者
で
入
学
の
確

定
し
た
も
の
は
、
速
か
に
本
へ
円

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
願
書
に
つ
い
て
 
m
本
会
所

定
の
願
書
に
よ
る
こ
と
。
 

②
貸
与
奨
学
生
の
連
帯
保
証

人
は
、
父
母
兄
姉
が
望
ま
し
い

が
、
事
情
に
よ
っ

て
は
、
こ
れ

に
代
わ
る
適
当
な
人
を
選
定
し

て
く
だ
さ
い
。
 

保
証
人
は
、
成
年
者
（
六
十

歳
未
満

の
者
）
で
あ
っ
て
、
将
 
 

来
本
人
と
連
帯
し
て
弁
済
の
責

任
を
負

い
ま
す
。
保
証
人
は
必

ず
そ
の
人
に
自
署
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
貸
与
金
交

付
の
際
に
は
保
証
人
の
印
鑑
証

明
書
の
提
出
を
必
要
と
し
ま
す
。
 

▽
そ
の
他
 
不
明
の
点
は
、
学

校
又
は
、
本
会

（
事務
局
五
所

川
原
市
教
育
委
員
会
総
務
課
内
 

）
にお
問
合

せ
し
て
く
だ
さ
い
。
 

日
本
赤
十
字
社
は
、
 
「人
道
 

」
と
「
博
愛
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

す
る
奉
仕
団
体
で
、
社
員
と
篤

志
家
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
て
お

り
、
日
本
赤
十
字
社
法
に

よ
り

国
際
的
に

つ
な
が
っ
て
お
り
ま

す
。
 

日
赤
の
事
業
は
、
国
際
赤
十

字
条
約
で
決
め
ら
れ

て
い
る
事

業
の
ほ
か
、
災
害
救
護
活
動
、
 

献
血
事
業
、
病
気
の
予
防
な
ど

広
範
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
の

推
進
に
は
、
ま
ず
財
源
の
確
保

が
必
要
な
た
め
、
 一
人
で
も
多

く
の
人
た
ち
に
赤
十
字
社
員
に

な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
年

社
員
の
増
強
運
動
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

当
市
地
区
で
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
社
員
増
強
運
動
を
例
年

ど
お
り
二
月
一
日
か
ら
展
開
し

て
お
り
ま
す
。
 
 

業
実
施
に

つ
い
て
、
次
の
事
項

を
ご
留
意
の
う
え
、
申
請
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

▽
申
請
期
間
 

一
月
二
十
日
 

か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
 

▽
申
請
用
紙
 

市
土
地
改
良
課
で
交
付
し
て
い
 

こ
と
し
の
、
当
地
区
の
目
標

額
は
、
二
、
八
〇
〇
、
〇
〇
〇

円
で
す
。
 

近
く
町
内
会
長
、
民
生
委
員
、
 

行
政
連
絡
員
（
日
赤
協
賛
委
員
 

）
の
奉
仕
者
が
毎
戸
を
ま
わ
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

☆
社
員
の
種
別
 

社
員
 
毎
年
三

〇
〇
円

銀
色
特
別
社
員
 
一
〇
、
〇
〇

〇
円
金
色
特
別
社
員
 
三
〇
、
 

〇
〇
〇
円
。
 
（
毎
年分
納
十
回

で
納
め
て
も
よ
い
）
 

銀
色
有
効
章

一
〇
〇
、
〇
〇
〇

円
金
色
有
効
章
二
〇
〇
、
〇
〇

〇
円
 （

五回
以
内
の
分
納
で
も
よ

い
）
 

前
記
の
額
は
、
昭
和
四
十
六

年
四
月
一
日
か
ら
改
正
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
 

し
か
し
、
改
正
前
に
加
入
し

て
い
る
社
員
は
、
旧
額
の
ま
ま
 
 

▽
補
助
対
象
事
業
 

①
農
道
整
備
（
補
修
、
新
設
 

②
か
ん
が
い
排
水
施
設
（
水

門
工
、
掛
樋
、
用
排
水
路
新
設
 

で
完
納
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 

資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
 

（
日
赤
五
所
川
原
地
区
）
 

昭
和
五
十
一

年
度
、
庁
用
物

品
調
達
の
、
登

録
申
請
を
希
望
 

す
る
業
者
は
、
 

次
に
よ
り
手
続

き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
提
出
す
べ

き
書
類
 

登
録
申
請
書
、
 

納
税
証
明
書
各

一
部
 

▽
受
付
期
問
 

二
月
一
日
ー
二
月
二
十
九
目

ま
で
 

▽
お
問
い
あ
わ
せ
先
 

市
財
政
用
度
課
（
電
話
⑤
2
 

1
1
1
番
、
内
線
3
1
6
）
、
 

な
お
、
 
「登
録
申
請
書
」
用

紙
は
、
当
課
に
あ
り
ま
す
の
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 
 

改
良
他
）
 

③
事
業
費
十
万
円
以
下
の
小
 

災
害
復
旧
そ
の
他
 

曲
昭
 

ロ
騒
醸
議
 

県
交
通
事
故
相
談
所
の
二
月

の
、
 「移
動
交
通
事
故
相
談
所
 

」
は
、
二
月
十
二
日
（
木
）
午

前
十
時
か
ら
市
中
央
公
民
館
で

開
設
し
ま
す
。
 

交
通
事
故
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
 

赤
十
字
社
員
 

増
強
運
動
に
ご
 

◇

◇
耕

地
事
業
申

請
の
 
▽

補
助
濯
者
 

お

知
ケ

せ
◇
◇
 
薮
雄

如
結
 

改
良
、
橋
梁
他
）
 

区
、
農
業
協
同
組
合
 

r
 



入
手
し
ま
し
 

ィ
 
簿
譲
」
フ
 

誓 

過●’ー 

“曳 
b 

" 
I 

市
消
防
団
（
鶴
谷

初
太
郎
団
長
）
の
出

初
め
式
は
、
さ
る

一

月
十
三
日
、
市
内
十

分
団
、
六
百
二
十
一
一

人
の
団
員
が
参
加
し

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

午
前
九
時
半
、
田

町
通
り
に
集
合
し
、
 

人
員
と
服
装
、
器
具

の
点
検
を
受
け
た
あ

と
消
防
自
動
車
、
可

搬
式
ポ
ン
プ
車
、
救

急
車
な
ど
二
十
二
車

両
と
と
も
に
分
列
行

進
、
新
町
通
り
で
佐

々
木
市
長
の
観
閲
を

受
け
ま
し
た
。
 

市
庁
舎
前
お
ま
つ

り
広
場
で
は
、
第
一

分
団
の
鶴
谷
芳
松
団

長
の
指
揮
で
勇
壮
な

マ
ト
イ
振
り
を
披
露

し
ま
し
た
。
 

美
し

い
環
境
を
つ
く
ろ
う
 

一
、
緑
い
っ
ぱ

い
運
動
 

m
職
場
学
校
家
庭
で
木
を
植
 

え
身
の
ま
わ
り
か
ら
緑
を
ふ

や
す
 

②
街
路
樹
や
公
園
の
木
は
み

ん
な
で
大
切
に
し
よ
う

⑧
植
林
を
す
す
め
、
緑
の
豊

か
な
山
を
育
て
よ
う
 

④
自
然
に
親
し

み
自
然
を
大

切
に
し
よ
う
 

No.14 

市民運動

実践項目 

イ
自
然
に
親
し
む
運
動
に

す
す
ん
で
参
加
し
よ
う
 

ロ
自
然
を
愛
す
る
心
を
培

い
自
然
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

し
よ
・フ
 

⑤
国
体
を
記
念
し
木
を
植
え

よ
・フ
 

イ
職
場
学
校
家
庭
で
国
体

の
記
念
植
樹
を
し
よ
う
 

ロ
街
の
公
園
、
は
だ
か
山

に
は
国
体
記
念
造
林
や
森
を

つ
く
ろ
う
 

積
立

分
譲
住
宅
 

積

立
者
を
募

集
（
補
充
）
 

積
立
分
譲
住
宅
と
は

一
定
期

間
分
譲
代
金
の

一
部
を
積
立
て

積
立
金
満
了
時
の
年
度
に
分
譲

住
宅
を
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
に
は
、
積
立
金
に
対
す
る

一
定
の
利
息
相
当
額
を
付
す
る

ほ
か
住
宅
金
融
公
庫
か
ら
融
資

が
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

▽
場
所
 
広
田
住
宅
団
地

▽
期
間
 
申
込
者
を
登
録
名
簿

に
登
録
し
、
随
時
先
着
登
録
者

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

▽
受
付
場
所
 
市
都
市
計
画
課

雷
⑤
二
一

一
一番
内
線
二
三
四

担
当
 
山
口
）
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昭和51年（1976年）2 月 1日（369'; ) 

＠日 程 	実施場所 

2月19日 

五所川原保健所前 

時 間 

松島団地管理事務所前 13 .20 ~ 15 

3月 4日 

五所川原保健所前 10 .00 ~ 12 

七和農業協同組合前 13 .20 ~ 15 

3月18日 

五所川原保健所前 10 .00 ~ 12 

森羽紙業株式会社前 13 .20 ~ 15 

4 月 1日 

五所川原保健所前 10 .00 ~ 12 

毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日
に

移
動
採
血
車
が
出
向
い
て
献
血

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い

し
ま
す
。
 

今
後
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

.00 

.00 

.00 

.00 

.00 

.00 

五所川原中央自動車学校前 13.30~ 15.00 

4月15日 

五所川原駅前 	10.00~ 15.00 

「農業短期大学講座」開講のお知らせ 

レと き 2月16. 17. 18日（ 3日間） 

レところ 広域新農業センター電話⑦12104 

、、興 10: OO-12 : 001 12: 30-14 : 30 

明
 
瑚
 
⑨
 

市長あいさっ 

水稲の品質と収量を高める 

ためのきめて 	〈稲わらの 

処理〉農業試験場 高坂化
学部長 

水稲における機械移植と除 

草剤の使い方 

農業試験場 小野稲作部長 

2
 1
7
 J
  

月
 
日
 
。
り
 

りんごの肥料設計はどうあ

るべきか りんご試験場

一木栄養肥料科長 

西北りんご栽培とその心構 

えくわい化栽培の方向〉 

りんご試験場 福島場長 

湖
 
畑
 
困
 

施設園芸の現状とビニール 

ハウスの高度利用にっいて 

農業試験場 横井畑作部長 

ぶどうの現状と栽培技術に

っいて 

畑作園芸試験場 田中果樹

科長 

（講義 1時間30分、質疑 30分） 

D受講料は不要、昼食とテキストを準備しています。 

＞交通’津鉄利用一五所川原駅発 9時29分毘沙門発（五所川原 

駅行）14時38分、158寺53分 

・車利用 一道路除雪実施、飯詰、毘沙門経由可能、五

所川原駅より20分 

・マイクロ ー,”ーーーー，ー、,一一一一ー．→一 ー一一 
.,ーエ」lロコー巾イ父刊「止面玄関胃0 9V手JU分出発、新農栗セ

ノ、ノ、中りH」 
ノターう亡（巾I丁舎わ一J J時 



⑧
外
出
す
る
と
き
、
就
寝
す
る

と
き
は
、
必
ず
火
の
元
を
確

か
め
る
。
 

消
火
に
備
え
て
 

ど
の
よ
う
な
火
災
で
も
初
期

消
火
が
効
果
的
に
行
わ
れ
れ
ば

被
害
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
期
消
火

を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
消
火

器
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
用
 

し
た
と
き
の
寝
た
ば
こ
に
気

を

つ
け
る
。
 

②
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は

正
し
い
取
り
扱

い
を
す
る
。
 

ま
た
、
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ

の
上
や
ま
わ
り
に
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い
。
 

忘
れ
を
し
な
い
。
特
に
飲
酒
 

火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に
 

m

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
置
き
 

「
ー
 

は
火

災
が
 

／ー
 

ー
多
発
し

ま
す
 

市政ダイヤル 

市政についての
行事や予定は 

雷(5)4321番 

具
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
浴
そ
う
に
水
を
た
め
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
 

麟
綴
議
 

〔特殊取扱〕 

1 、書留料 

(1）書留（現金）損害要償額 

ク 

1万円まで 300円 

1万円をこえるもの、 

5,000円までごとに10 

円増 

(1) 

5
0ク
 

49 

I: 

る
 

ノ、
 

よ
 

．、
 

よ
”
 

な 

う
 
り
 
ク
 

4
9
 
多
 5
0
 

峡
慧

油
な

野
」
話
震）
 

」
健
療冨

舗
農

m
の
。
 

繕

一難

モ
』
 

県

フ
の
え
 
あ
ト

又
王
助
る
 
が
 

森
ー
 

イ
 
ば

ス
車

色
「
 

青
酔

手
ラ
 
お

リ
津
原
あ
ク
地
眼
 

所
規
会

委
会

会

院

課
課
 

＆

長

教
議

行
”
「
民
 

発

第
校
県
県

教
厚
県
県
 

県 民 課
朝雲新聞社 

（第 3種郵便物認可） 広報ごしょがわら nフ1エn巴 1,ー ノ，n"～ー、 。 ［コ ， 『, ノ。一n ロ 、 	④ 
ロ日十ロJl牙二 、lmw干ノ 乙 H 』 ロ 、JOy7デ J 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
 

市県民税の申告相談 
51年度の市民税、県民税の申告時期（ 2 月13日～ 3 

月15日）がまいりました。 

市では、みなさんに対するサービスと税の正確を期

し申告がしやすいように各地区ごとに申告相談所を設

けご相談に応ずることにしました。 お気軽においでく

ださい。 

地区 月 日 曜
  

相談会場 時 	間 対象 区域 

梅
沢
  
I・ 	l1 金

土
 

梅 沢 支 所 
ケ 	ク 

9 : 00-15: 00 
9 : 00-12: 00 

梅田、中泉 
ク 	ク 

七
 
和
  

2 . 	16 
ク 	ケ 

2 . 	17 
ク 	ク 

月
予
火
（
  

羽野木沢公民館
高野公民館
羽野木沢公民館
前田野目公民館 

9:00-15:00 
ク 	 ク 
ク 	 ク 
ク 	 ク 

原子、俵元 
高野 
羽野木沢、持子沢 
前田野目 

長
 
橋
  

2 一 18 
ク 	ク 

2 	19 
み 	ラ 

水
予
木
ク
 

長 橋 支 所
松野木小学校
長 橋 支 所
松野木小学校 

8 : 00-15 : 00 
ク 	 ク 
ク 	 ク 
う 	 ク 

浅井、福山、豊成
松野木、福岡 
野里、杉派立、神山
若山、石田坂、戸沢 

栄 
lI0 金

土
 

栄 	支 	所 
予 	 ク 

9:00-15:00 
ラ 	 多 

稲実、姥やち 
七ッ舘、広田 

中

川
  
Iり 

月
火
ク
 

中 川 支 所 
ク 	 ク 

沖飯詰小学校 

9 : 00-15: 00 
ク 	 ク 
ク 	 ク 

川山 
種井、中泊 
桜田、沖飯詰 

毘
諾
口
 
 
llI 水

木
 

長富集会所
毘沙門小学校 

9 : 00-15: 00 
み 	 ク 競r, 

一
一
好
  
I 竿 

金
土
月
 

好
 
支
 

一
一
一
ク
 
み
 

所
ク

ク
 
 

1
1
1
 
5

り
】5
 

叩
叩
叩
 

一
 
・
 
‘
 
一
 

 

9
9
9
 

叩
0
00
0
 

 

高瀬、鶴ケ岡 
藻川 
み 

松
 
島
  

3
.2

 
3. 3
3. 4

  

火
 
水
木
 

島
 
支
 

所
 
・
ク
 

松
 
ク
 
ク
 
 

9:00-巧‘ 00 

ク 	 ク 
手 	 ク 

唐
 
山

、
 
 

水
柳
吹

一
島
  

、
川
石
、
十

米
 
岡
太
川

笠
 

松

田
 

、
刀
町
 

金
打
 

鴛
瓢
T
S
 

 
飯
詰
 

鷺
」
 

 

金
土
月
 

飯詰公民館 
ラ 	 ク 

ク 	 ク 

に
。
り
一
に

J
  

。
Jo
Jo
J
 

 

1
1
1
 

加
加
叩
 

一
 
『
 
一
 

叩
0
00
0
 

 

橋上、下岩崎 
橋下 
ク 

本
 

庁
  

3. 	9 火
  

市民文化会館 9:00-15:00 
湊、湊団地、栄町、田 
町、平和町、八重菊、 
不魚住、元町、蓮沼 

3 . 	10 水
  

ク 	 ク ク 	 ク 
、
一
布
 
布
ソ

、
 
鎌
森
 

弥
谷
田
 
生
町

園
 
町

、
調
 
朗

谷
か
 
、
鳥
台
 

 

3
.i

i
 

 
木
  

ク 	 ク ク 	 ク 
旭町、雛田、敷島町、 
上平井町、中平井町、 
下平井町、幾世森 

3 一 12 金
  

ク 	 矛 ， 	 ク 評脇鷲請 
末広町、岩木町、芭蕉 

3
.1
3
 

 
土
  

ク 	 ク ク 	 ク 
新町、寺町、中川長
橋、新宮団地、中川
新宮、川端町 

3 . 	15 口n
  

ク 	 ク 9 :00-iS: 00 小曲、田川、大町、 
本町、東町 

I町新しい図書のごあんない川II 

g、曹会曾学） 書 名 出版年 
村 	田 	照 日 本 の 民 族 鹿 児 島 SO 
北 五 校 長 会 北 五 教 育 

県 教 委 青 森 県 の 民 家 49 
県 議 会 第 121回定例と 情 報 50 
教 行 会 教 育 行 政 と 現 状 う 

弘前厚生学院 保 育実 習 の ま と め 

県 文 書 課 公益法人事務の手引 
県 民 課 青少年の余暇利用に関する 

意識と行動 

県 民 課 出稼ぎと青少年の生活意識 ク 
防 衛 庁 自 衛 隊 装 備 年 鑑 

東奥日報社

学芸書林

鶴 書 房

タイム、ライフ
プックス 

りびんぐ社 

郵便局からのお知らせ 
⑥ 1月25日から郵便料金が、次のようになりました。 

種 類 内 	容 重 	量 料 	金 

第 1 種 

定形郵便物 g
 

で
  

。
一にJ
 

5
0
 

ま
ク
  

5
6
 
0
0
 

円
 

定形外郵便物 

0
0
0
0
  

1
 
2
5
 

 

g
 

庵
 
で
 
で
  

5
0
5
0
1
2
3
4
  

ま
ク
 
ク
 
ク
ま

4
 

ク
 
ク
 
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 
 

0
4
0
0
0
0
0
0
 
 

1
1
2
3
6
2
8
4
  

1
1
 
2
 

 

●
 

，
 ,
  

郵 便書簡 50 

市内特別 
郵便物 

定 形 g
 

でっ
一
【
、
】
 

5
0
 

ま
ク
  

4
05
0
 

 

定形外 1言 8些で 1早 g 
第 2 種 

通常はがき 20 

往復はがき 40 

小包はがき 20 

（現金以外）ク 	1万円まで 300円 

1万円をこえるもの、 

5,000円までごとに 2 

円増 

(2）簡易書留 	200円 

2、速達料 

(1）通常郵便物 250 g までのもの 	150円 

25Og-lkg 	250円 

lkg-4kg 	 500R 

(2）小包郵便物 2kgまでのもの 	 250円 

4 kg 	ク 	 380円 

上記以外のものについては、郵便局の窓口におたずねく

ださい。 

4
 

ィ
 

び
 

『

J
 

県
防
 
く

成
三
日
ラ
 
り
下
石
井
越

八
飯

沖
 

？
蔵
夫
喬

部
 
部
彦

雄
寛
郎
夫
事
弘
 

一」一
轟
茂上
舞正

 

社
 
館
 

社
 

凡
ク
隆

4
 ・
 
ク文
 

平
 
北
 
潮
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